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2013年6月25日 山頂「逆さ剣が峰」です。 
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2月23日は 

富士山の日 



 

 

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議 

 

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日
（
木
）
富

士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い

て
、
平
成
二
十
五
年
度
の
富
士
山
憲
章

山
梨
県
推
進
会
議
幹
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議
は
、

山
梨
県
と
静
岡
県
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た

｢

富
士
山
憲
章｣

の
理
念
と
行
動
規
範
を

実
現
す
る
た
め
に
平
成
十
一
年
に
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
会
議
は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
の
七

つ
の
市
町
村
（
富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、

忍
野
村
、
山
中
湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、

鳴
沢
村
、
身
延
町
）
と
二
つ
の
恩
賜
林
組

合
（
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有

財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・
富
士
河
口
湖

恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
）で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
富
士
山
憲
章
の
周
知･

定
着

を
図
り
、
富
士
山
の
環
境
保
全
と
適
正

利
用
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。  

 

 

年
に
一
回
行
な
わ
れ
る
富
士
山
憲
章

山
梨
県
推
進
会
議
幹
事
会
に
よ
っ
て
富

士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議
の
事
業
内

容
、
決
算
、
予
算
の
承
認
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
当
日
は
、
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推

進
会
議 

事
務
局
長
を
始
め
団
体
を
構

成
す
る
幹
事
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
事
務
局
で
あ
る
山
梨
県
観
光

資
源
課
宮
本
主
査
か
ら
平
成
二
十
四
年

度
の
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

環
境
美
化
の
事
業
と
決
算
報
告
が
行
な

富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ス 

わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
平
成
二
十
五
年
度

の
事
業
内
容
と
予
算
案
の
報
告
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
の
ち
、
予

算
案
が
承
認
さ
れ
本
年
度
も
富
士
山
の

環
境
保
全
と
適
正
利
用
を
よ
り
一
層
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

富
士
山
五
合
目
重
点
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
施 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

七
月
二
十
日
（
土
）
、
七
月
二
十
一
日

（
日
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
富
士
山
五
合
目
の
登
山
道
入
口
や

ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
い
て
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り

を
よ
び
か
け
る
五
合
目
重
点
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

富
士
山
は
、
本
年
度
六
月
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
富
士
山
の
環
境
保
全
が
い
っ

そ
う
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
宝
か
ら
世
界
の
宝
に
な
っ
た
富
士

山
で
は
、
登
山
者
、
観
光
客
の
マ
ナ
ー
を

向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
富
士
山
の
環

境
を
守
っ
て
い
く
上
で
重
要
で
す
。
富
士

山
で
落
と
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
も
大

切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
登
山

者
、
観
光
客
に
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
を
徹
底

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
富
士
山
の
環
境
保

全
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
を
啓
発
し
て
い
く
た

め
、
富
士
山
五
合
目
の
登
山
道
入
口
に
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
、
ゴ
ミ
袋
を

登
山
者
に
手
渡
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
連
日

二
十
五
名
を
超
え
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。 

 

地
道
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
あ
り
ま
す

が
、
登
山
者
の
方
に
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
の

重
要
性
、
富
士
山
の
環
境
保
全
の
大
切

さ
が
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。 
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七
月
七
日 

天
の
雲 

出
現 

  

左
の
写
真
は
平
成
二
十
五
年
七
月
七
日

（日
）に
富
士
北
麓
地
域
に
出
現
し
た
雲
で
す
。

関
東
甲
信
越
地
域
で
は
こ
の
日
梅
雨
明
け
が

発
表
さ
れ
、
前
日
ま
で
の
梅
雨
空
か
ら
一
転
し

て
夏
の
日
差
し
が
北
麓
地
域
に
ふ
り
そ
そ
ぎ
ま

し
た
。 

 

あ
ま
り
見
た
こ
と
の
無
い
珍
し
い
形
の
雲
で
し

た
の
で
、
お
も
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
り
ま
し

た
。 

   

             

河
口
湖
役
場
前
の
駐
車
場
よ
り
撮
影 

富士山憲章山梨県推進会議 事務局長 

登山者にゴミ袋を手渡すボランティア 

七
月
七
日 

天
の
雲 

出
現 

 

右
の
写
真
は
平
成
二
十
五
年
七
月
七
日
（日
）

に
富
士
北
麓
地
域
に
出
現
し
た
雲
で
す
。
関
東

甲
信
越
地
域
で
は
こ
の
日
梅
雨
明
け
が
発
表

さ
れ
、
前
日
ま
で
の
梅
雨
空
か
ら
一
転
し
て
夏

の
日
差
し
が
北
麓
地
域
に
ふ
り
そ
そ
ぎ
ま
ま
し

た
。 

 

あ
ま
り
見
た
こ
と
の
無
い
珍
し
い
形
の
雲
で
し

た
の
で
、
お
も
わ
ず
私
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
り
ま

ま
し
た
。
右
の
写
真
は
そ
の
と
き
の
写
真
で
す
。 

  
 

                       

河
口
湖
役
場
前
の
駐
車
場
よ
り
撮
影 



 

 

2 

アレチウリの若い芽 

富士山レンジャーと 

武田菱丸くん 

   

展
示
「
富
士
山
の
夏
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏

の
富
士
山
の
様
子
や
登
山
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
今
抱
え
る
富
士
山
の
問
題
に
つ
い

て
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
巡
回
中
に
撮
影
し
た
写

真
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

８
月
の
展
示
は
中
央
高
速
道
路
談
合
坂

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
上
り
線
に
て
８
月
２
日
か

ら
９
月
２
日
ま
で
、
９
月
の
展
示
は
富
士
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
９
月
２
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
お
運

び
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

写
真
展
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
中
で
す
。 

 
お
問
い
合
わ
せ
は
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
山
梨
県
観
光
資
源
課
富
士
山

分
室
レ
ン
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム
）Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
５
５‐

７
２‐
５
８
６
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
５‐

７
２‐

４

１
１
４
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   

ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
活
動 

  

富
士
河
口
湖
町
主
催
、
一
万
人
の
清
掃

活
動
の
行
わ
れ
た
５
月
25
日(
土)
に
特
定

外
来
生
物
で
あ
る
ア
レ
チ
ウ
リ
の
駆
除
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。
場
所
は
河
口
湖
北

岸
、
水
の
被
ら
な
い
草
地
の
中
へ
入
り
、
葉

を
付
け
始
め
た
ア
レ
チ
ウ
リ
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
手
で
抜
き
取
り
ま
す
。
ア
レ
チ
ウ
リ
は
北

米
産
の
一
年
生
つ
る
性
植
物
で
夏
に
は
旺

盛
に
成
長
し
、
つ
る
を
伸
ば
し
な
が
ら
日
本

の
固
有
種
を
覆
い
尽
く
す
様
に
広
が
る
た

め
、
下
の
植
物
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

美
し
い
富
士
山
の
景
観
を
守
る
た
め
に
定

期
的
な
駆
除
が
必
要
な
植
物
で
す
。 

 

  

            

   

山
静
神
不
法
投
棄
防
止 

一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 

 

山(

山
梨
県)

静(

静
岡
県)

神(

神
奈
川

県)

合
同
で
行
う
不
法
投
棄
防
止
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
５
月

30

日(

木)

富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
も
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
は
大
規

模
な
不
法
投
棄
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
発
見
件
数
は
増
え
、
小
規
模
な
不

法
投
棄
が
目
立
ち
ま
す
。
今
回
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
お
い
て
も
個
人
が
捨
て
た
と
思

わ
れ
る
ゴ
ミ
が
何
ヶ
所
も
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
個
人
の
モ
ラ
ル
低
下
の
表
れ
な
の
で

し
ょ
う
か
？
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
へ
美

し
い
富
士
山
を
継
承
す
る
為
に
、
地
域
の

目
を
光
ら
せ
て
違
法
な
不
法
投
棄
を
根

絶
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

          

新
た
な
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
る 

 

 

今
年
４
月
に
荒
井
、
中
島
の
女
性
２
名
が
富

士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
滝
島
、
中
本
の
男
性
２
名
と
荒
井
、
中
島

の
女
性
２
名
、
合
計
４
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

           

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展 

  

７
月
１
日
の
富
士
山
の
開
山
に
合
わ
せ
て
、
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
活
動
内
容
と
と
も
に
、
夏
季
特
別

 
 

  

観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

６
月
13
日
～
15
日
に
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅

に
て
山
梨
県
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

富
士
五
湖
周
辺
の
観
光
案
内
や
、
南
ア
ル

プ
ス
市
の
観
光
、
物
産
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
参
加
し
、
開

山
を
迎
え
る
富
士
山
の
様
子
や
登
山
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

富
士
山
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
く

世
界
遺
産
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ

か
ら
益
々
注
目
さ
れ
る
存
在
に
な
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

2013年 春 

 

富士山レンジャー 

活動報告 

山梨県知事と 

富士山レンジャー 



 

 

 

平
成
25

年
６
月
22

日
、
富
士
山

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
決
定
し
ま

し
た
。
多
く
の
方
々
か
ら
の
応
援
の

成
果
が
つ
い
に
実
っ
た
記
念
す
べ
き

瞬
間
に
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し

て
富
士
山
に
関
わ
る
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
、
本
当
に
嬉
し
く
思

い
ま
す
。 

 

 

山
梨
県
側
だ
け
で
も
、
す
べ
て
巡

る
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

ぜ
ひ
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て

巡
っ
て
く
だ
さ
い
。
有
料
施
設
も
あ

り
ま
す
が
、
入
場
料
は
そ
れ
ほ
ど
高

く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
富
士
山
に
ま
つ

わ
る
文
化
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス
と

思
っ
て
利
用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
元
の
自
治
体
や
観
光
協

会
な
ど
で
、
構
成
資
産
を
巡
る
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
・
ツ
ア
ー
が
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
参
加
し
て
み
る
の
も

お
す
す
め
で
す
。 

※
吉
田
胎
内
樹
型
は
一
般
開
放
し
て

い
ま
せ
ん
（
入
口
ま
で
と
、
周
囲
の

溶
岩
樹
型
の
見
学
は
可
能
） 

１．富士山と山頂の信仰遺跡群(静岡県と共通) 

２．吉田口登山道 ３．北口本宮富士浅間神

社 ４．御師(おし)住宅【旧外川家住宅・小佐

野家住宅】（写真は旧外川家住宅） ５．河

口浅間(かわぐちあさま)神社 ６．冨士御室浅

間神社 ７．西湖 ８．精進湖 ９．本栖湖 

10．河口湖 11．山中湖 12．忍野(おしの)八

海（写真は湧池） 13．船津胎内樹型 14．

吉田胎内樹型 

世界遺産 富士山 構成資産・構成要素（山梨県） 
 

富
士
山
は
今
回
「
信
仰
と
芸
術
」

の
対
象
と
し
て
の
文
化
的
価
値
が
認

め
ら
れ
、
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

富
士
山
の
文
化
的
価
値
を
構
成
す
る

「
構
成
資
産 

・
構
成
要
素
」
の
う

ち
、
山
梨
県
に
あ
る
も
の
を
抜
粋
し

て
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。 
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観光案内コーナー 

パンフレットが充実しています 

電気自動車用充電スタンドもあります 

 

 

駐車場からみた富士山 
 

 

 

北麓駐車場観光案内所 

ゴミ箱はありません 

祝！世界遺産    富士登山情報 

  

山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐
車
場
は
、
中
央
道
河

口
湖IC

お
よ
び
東
富
士
五
湖
道
路
富
士
吉
田

IC

の
近
く
に
あ
る
巨
大
駐
車
場
で
す
。
マ
イ

カ
ー
規
制
期
間
は
利
用
１
台
１
回
に
つ
き
１
，
０

０
０
円
か
か
り
ま
す
が
、
２４
時
間
い
つ
で
も
駐

車
で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
営
業
期
間
は
無
料
で

９
時
か
ら
１７
時
ま
で
駐
車
場
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。 

 

富
士
登
山
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
富
士
ス
バ
ル

ラ
イ
ン
や
富
士
五
湖
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
す
る
方

の
拠
点
と
し
て
も
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
ア
カ

マ
ツ
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
に
あ
る
こ

の
駐
車
場
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
富
士
山
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。 

   

北
麓
駐
車
場
観
光
案
内
所 

ス
タ
ッ
フ
か
ら 

  

駐
車
場
ご
利
用
の
皆
さ
ま
は
、
忘
れ
物
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

去
年
も
、
あ
ま
り
の
疲
労
の
た
め
か
、
登
山
靴

や
登
山
装
備
を
車
に
積
み
忘
れ
る
人
が
続
出

し
ま
し
た
。 

 

忘
れ
物
は
ゴ
ミ
の
一
因
と
も
な
り
ま
す
の
で

帰
り
の
際
も
気
を
引
き
締
め
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

山
梨
県
立 

富
士
北
麓
駐
車
場
観
光
案
内
所 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
５
５
ー
７
２
ー
９
９
０
０ 

利
用
時
間 

９:

０
０
～
１
７:

０
０ 

（マ
イ
カ
ー
規
制
期
間
中
の
み 

 

 
 
 
 

 

９:

０
０
～
２
０:

０
０
） 

富士スバルライン 

マイカー規制期間に注意 

～自家用車で五合目には

行けません～ 

今年は31日間 バス・

タクシー及び自転車で

のみ通行できます 
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山梨県立 富士北麓駐車場 



 

 

世
界
遺
産
を
歩
く 

5 

吉
田
口
登
山
道
【馬
返
し
～
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
】 

 

富
士
登
山
と
い
え
ば
、

登
山
道
を
埋
め
尽
く
す
登

山
者
の
混
雑
を
思
い
浮
か

べ
る
人
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
馬

返
し
か
ら
五
合
目
ま
で
の

吉
田
口
登
山
道
は
、
静
か

な
樹
林
帯
の
中
を
歩
き
ま

す
。
世
界
遺
産
の
構
成
資

産
に
も
な
っ
て
お
り
、
か

つ
て
栄
え
た
富
士
講
の
歴

史
を
感
じ
な
が
ら
、
の
ん

び
り
と
富
士
山
を
登
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

 

  

馬
返
し
で
バ
ス
を
降
り

る
と
、
灯
篭
や
石
碑
が
並

び
、
石
造
り
の
鳥
居
が

建
っ
て
い
ま
す
。
（
写
真

①
）
取
材
を
し
た
６
月
下

旬
に
は
、
足
元
に
真
っ
赤

に
熟
し
た
シ
ロ
バ
ナ
ナ
ノ

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
の
実
が
な
っ

て

い

ま

し

た
。
（
写

真

②
）
鳥
居
の
前
で
は
、
狛

犬
な
ら
ぬ
「
猿
像
」
が
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
（
写
真

③
）
庚
申
の
年
に
富
士
山

が
一
夜
に
し
て
湧
き
出
た

と
い
う
伝
承
か
ら
、
富
士

山

の

使

い

と

し

て

猿

（
申
）
が
認
識
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ
の
庚
申

の
年
は
御
縁
年
と
呼
ば

れ
、
御
縁
年
の
登
山
は
通

常
よ
り
も
御
利
益
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次

の
庚
申
の
年
は
と
い
う

と
、
２
０
４
０
年
だ
そ
う

で
す
。 
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1 石造りの鳥居。周りには石碑が立ち、厳かな雰囲気がある 

2 おいしそうに実るシロバナヘビイチゴ 3 鳥居の脇には、狛犬ではなく猿の像が 

  立っている 
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鳥
居
を
く
ぐ
る
と
本
格
的
な
登

山
が
始
ま
り
ま
す
。
深
く
掘
ら
れ

た
道
は
浸
食
が
激
し
い
の
か
、

所
々
に
水
は
け
の
た
め
の
浸
透
枡

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
写
真

④
）
30
分
ほ
ど
で
登
山
道
最
初
の

神
社
の
鈴
原
社
で
す
。
鈴
原
社
の

前
に
は
真
新
し
い
札
が
置
か
れ
て

お
り
、
富
士
講
の
文
化
が
現
在
も

続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。 

  

い
ま
で
は
撤
去
さ
れ
更
地
と

な
っ
て
い
る
、
か
つ
て
の
小
屋
の

跡
地
な
ど
を
通
り
す
ぎ
、
し
ば
ら

く
登
る
と
二
合
目
の
御
室
浅
間
神

社
へ
到
着
で
す
。
倒
壊
の
危
険
が

あ
る
た
め
建
物
に
近
づ
く
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
二
合
目
か
ら
や
や

急
な
坂
を
登
る
と
、
林
道
を
横
切

り
ま
す
。
（
写
真
⑤
）
夏
季
に
は

こ
こ
に
簡
易
ト
イ
レ
が
設
置
さ
せ

れ
て
い
ま
す
。 

 

三
合
目
の
中
食
堂
に
は
、
小
屋
が

残
っ
て
い
て
、
当
時
の
様
子
が
描
か

れ
た
看
板
か
ら
吉
田
口
の
か
つ
て
の

賑
わ
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
写
真
⑥
、
⑦
）
こ
の
あ
た
り

ま
で
登
っ
て
く
る
と
、
ナ
ナ
カ
マ
ド

や
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
、
苔

む
し
た
岩
な
ど
が
見
ら
れ(

写
真

⑧)

、
森
の
様
子
が
亜
高
山
の
雰
囲

気
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
四
合
五
勺

の
御
座
石
を
越
え
、
舗
装
さ
れ
た
林

道
を
渡
る
と
、
佐
藤
小
屋
で
す
。
馬

返
し
で
は
実
が
な
っ
て
い
た
シ
ロ
バ

ナ
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
が
実
で
は
な
く
、
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
（
写
真

⑨
）
そ
の
名
の
通
り
、
白
い
花
が
咲

き
ま
す
。
標
高
の
違
い
に
よ
る
自
然

の
変
化
を
見
る
の
も
、
登
山
の
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。
佐
藤
小
屋
か
ら

は
、
富
士
吉
田
の
街
並
や
河
口
湖
、

山
中
湖
な
ど
、
麓
が
一
望
で
き
ま

す
。 

  

佐
藤
小
屋
で
、
頂
上
へ
向
か
う
吉

田
口
登
山
道
と
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合

目
へ
向
か
う
林
道
と
に
分
か
れ
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五

合
目
を
目
指
し
ま
す
。
緩
い
登
り
坂

を
登
り
、
泉
ヶ
滝
ま
で
ス
バ
ル
ラ
イ

ン
口
と
合
流
す
る
と
、
登
山
者
や
観

光
客
が
ど
っ
と
増
え
ま
す
。
こ
こ
ま

で
く
る
と
五
合
目
は
す
ぐ
そ
こ
で

す
。
五
合
目
か
ら
は
ス
バ
ル
ラ
イ
ン

を
バ
ス
で
く
だ
り
ま
す
。 
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4 浸食された道を進む 

5 林道とぶつかる所に設置されている 

  車止め。間隔が狭くメタボの人は要 

  注意！？ 

6 吉田口登山道の 

案内図が要所ごとに設

置されている 

7 倒壊寸前の山小屋がかつての賑わい    

  を伝えてくれる 

  2013 6/24 取材写真 

8 苔むした林床。歴史だけでなく、自然も楽しみな 

  がら登ることができる 

9 

9 下では実っていたシロバナヘビイチゴが標高が高く 

  なってきたことを教えてくれた 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
登
山
マ
ナ
ー
」 

富
士
山
に
登
る
た
め
の
ル
ー
ル 

 

富
士
山
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ド
を
皆
さ
ん
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？ 

「
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
富
士
山
地
域

環
境
保
全
対
策
協
議
会
」
で
策
定
さ
れ
た
富

士
山
で
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
ル
ー
ル
の

事
で
す
。 

登
山
者
を
す
る
皆
さ
ん
や
富
士
山
を
訪
れ

た
観
光
の
方
に
も
富
士
山
の
環
境
保
全
に
対

す
る
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

富
士
山
は
国
民
の
財
産
。
世
界
に
誇
る
日

本
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
後
世
に
引
き
継
ぎ
、

貴
重
な
自
然
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

⑧
駐
車
場
で
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を 

 

し
な
い 

①
美
し
い
富
士
山
を
後
世
に
引
き
継
ぐ 

②
ゴ
ミ
は
絶
対
に
捨
て
ず
に
、 

す
べ
て
持
ち
帰
る 

③
ゴ
ミ
に
な
る
よ
う
な
も
の
を 

 

最
初
か
ら
持
っ
て
い
か
な
い 

④
登
山
道
を
は
ず
れ
て
歩
か
な
い 

⑤
登
頂
記
念
の
落
書
き
を
し
な
い 

⑥
車
道
外
へ
車
両
を
乗
り
入
れ
な
い 

⑦
溶
岩
樹
形
等
の
特
殊
地
形
を 

 

壊
さ
な
い 

⑨
動
植
物
を
採
ら
な
い 

⑩
ト
イ
レ
な
ど
公
共
施
設
を 

 

き
れ
い
に
使
う 
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富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
記
念
し
て
、
新
連

載
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

  

そ
の
名
も
「more

・モ
ア
富
士
山
関
連
重
要
資

産
」
・・
・っ
て
？ 

  

じ
つ
は
冒
頭
に
掲
げ
た
と
お
り
、
富
士
山
の
構
成

資
産
は
山
梨
・静
岡
両
県
あ
わ
せ
て
25
件
が
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
25
件
に
確
定
す
る
ま

で
何
年
も
紆
余
曲
折
を
経
て
構
成
資
産
の
候
補
が

選
定
さ
れ
て
き
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
結
局

世
界
遺
産
の
構
成
資
産
に
は
入
ら
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
富
士
山
を
知
る
た
め
に
重
要
な
文
化
財
や
天

然
記
念
物
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

第
１
回 

山
梨
県
忍
野
村 

「忍
草
浅
間
神
社
」 

  

忍
草
浅
間
神
社
は
忍
野
村
忍
草
（
し
ぼ
く
さ
）
に

あ
る
、
巨
木
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
神
社
で
す
。
創
建

は
西
暦
８
０
７
年
で
、
本
殿
に
は
国
指
定
重
要
文
化

財
で
あ
る
木
花
咲
耶
姫
命
（こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め

の
み
こ
と
）
、
鷹
飼
（た
か
が
い
）
・
犬
飼
（い
ぬ
か
い
）

坐
像
の
三
神
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

境
内
に
は
村
指
定
天
然
記
念
物
の
「イ
チ
イ
」が

群
集
し
て
お
り
、
荘
厳
な
空
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
同
じ
く
村
指
定
天
然
記
念
物
の
「大
ケ
ヤ

キ
」も
そ
び
え
た
っ
て
お
り
、
自
然
と
歴
史
の
偉
大

さ
が
心
に
沁
み
ま
す
。 

 

忍
草
浅
間
神
社
は
、
釣
り
や
撮
影
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
も
人
気
の
新
名
庄
（
し
ん
な
し
ょ
う
）川
の
近
く
に

あ
り
、
境
内
の
裏
手
か
ら
、
橋
を
わ
た
り
川
沿
い
の

道
を
歩
く
と
す
ぐ
、
お
い
し
そ
う
な
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

も
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
神
社
の
近
く
に
は
、
世

界
遺
産
の
構
成
資
産
「忍
野
八
海
」が
あ
り
ま
す

し
、
人
気
の
豆
腐
屋
さ
ん
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ゆ
っ
く
り
村
内
を
散
策
し
て
自
分
好
み
の
新
し
い
発

見
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

忍
野
村
忍
草
４
５
６ 

 
 
 
 

 
 
 

 

忍
草
浅
間
神
社 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

  

雰囲気のある灯篭 

 

境内にある諏訪神社 

コケむす石のほこら 

忍草浅間神社 鳥居 

巨木の群落も見どころ 
 

歴史を感じます 

祝！富士山世界遺産☆新連載 

「more・モア富士山関連重要資産」 
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忍草浅間神社 本殿 



 

 

Ｑ
１
． 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
何
人
い
る
の
で
す

か
？ 

Ａ
１
．
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
平
成
18
年

度
に
2
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
20
年

度
に
は
2
名
増
員
し
て
４
名
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
平
成
22
年
度
か
ら
は
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
補
助
員
と
し
て
2
名
加
わ
り
、
平

成
24
年
度
ま
で
6
名
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
補
助
員
の

制
度
が
な
く
な
り
、
4
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
2
名
が
退
職
し
た

た
め
、
今
年
４
月
か
ら
新
し
く
女
性
2
名

が
加
わ
り
ま
し
た
。 

新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー
2
名
を
紹
介
し
ま
す
。 

荒
井
み
ず
き 

 

こ
ん
に
ち
は
。
4
月
に
新
任
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
荒
井
み
ず
き
で

す
。 

 

富
士
山
が
ま
さ
か
の
世
界
遺
産
フ
ィ
ー

バ
ー
で
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
業
務
を
確

実
に
把
握
す
る
前
に
、
次
々
と
仕
事
に
追

わ
れ
て
し
ま
い
充
実
し
つ
つ
も
慌
た
だ
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
山
歩
き
も
好

き
で
す
が
、
以
前
か
ら
興
味
の
あ
る
環
境

教
育
事
業
で
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
講
義
す
る
機
会
が
あ
る
の
で

力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

中
島
紫
穂 

 

今
年
度
４
月
よ
り
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

な
っ
た
中
島
紫
穂
で
す
。 

 

去
年
関
わ
っ
た
富
士
山
の
登
山
道
安
全
誘

導
員
の
仕
事
を
通
し
て
富
士
山
の
自
然
や
抱

え
て
い
る
課
題
等
に
興
味
を
も
ち
、
富
士
山

に
関
わ
っ
て
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
試
験
を
受
け
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き

世
界
遺
産
登
録
の
こ
の
年
に
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し

て
仕
事
が
で
き
る
事
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
富
士
山
の
自
然
を
守
る
た
め
に
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

           

写
真1

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン 

 

剣ヶ峰からのパノラマ写真（6月25日撮影） 

 
  

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
Ｑ
＆
Ａ 

今年度はこの4名で活動中。 

よろしくお願いします。 

荒
井 

中
島 

中
本 

滝
島 

9 

富士山レンジャー ギャラリー 
このコーナーでは、富士山レンジャーが巡回中に撮影した写真を紹介していきます。 



 

 

富士山レンジャー写真展２０１３ 

夏季特別展示「富士山の夏」 
※夏季特別展示は９月末まで  １１月～展示内容の差し替えを予定 

 

８月２日～９月２日   中央道 談合坂サービスエリア上り線 

９月２日～９月３０日  山梨県立 富士ビジターセンター 
 

１０月以降は決まり次第、富士山レンジャーブログ等でお知らせします 

http://www.yamanashi-kankou.jp/blog/index.php?cID=7 
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〇
富
士
山
環
境
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

お
知
ら
せ 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

多
く
の
人
が
富
士
山
と
ふ
れ
合
い
、
知
識

を
深
め
、
富
士
山
を
愛
す
る
心
や
環
境
保

全
の
意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
富

士
山
学
習
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
交
通
費
や
謝
礼
等
は
一
切
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
企
業
に
お
け
る
各
種
研
修
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
に
是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。 

実
施
日:

原
則
と
し
て
平
日
の
毎
日 

(

年
末
年
始
を
の
ぞ
く) 

実
施
時
間: 

九
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

の
時
間
帯
の
中
の
三
十
～
九
十
分
間 

受
講
料:

無
料 

対
象:

地
域
住
民
・各
種
団
体
・
企
業
等 

 

児
童
・生
徒
・学
生(

教
員
向
け
研
修
も
あ

り) 定
員:

六
十
名
ま
で 

※
業
務
の
都
合
に
よ
り
実
施
不
可
日
が
あ

り
ま
す
。 

申
込:

原
則
と
し
て
１
か
月
前
ま
で
に
申
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ/

郵
送/

Ｅ-

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
に
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。 

詳
細
は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
書

に
つ
い
て
は
下
記
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。 

h
ttp

:/
/

w
w

w
.y

a
m

a
n

a
sh

i-k
a
n

k
o

u
.jp

/
fu

jisa
n

/
m

a
n

a
b

o
/

m
a
n

a
b
o

0
0

1
/

in
d

ex
.h

tm
l 

 

そ
の
他:

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
・
下
見
等

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
込

み
・
打
ち
合
わ
せ
は
受
講
さ
れ
る
団
体
の

一. 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一. 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。  

一. 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。  

一. 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一. 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

 

平成10年11月18日 山梨県・静岡県             

 
富士山憲章は、富士山の自然環境の保全の理念や行動規範を示し、環境保全の

実践活動を呼びかけ、国民的な規模で、運動の展開を図っていくことを目的として

います。 

富士山憲章(行動規範) 
   富士山ボランティアセンター 

（山梨県観光資源課富士山分室） 
ＴＥＬ：０５５５－２０－９２２９ 

ＦＡＸ：０５５５－７２－４１１４ 

山梨県富士河口湖町船津剣丸尾６６６３－１ 

e-mail: fujisan@eps4.comlimk.ne.jp 
 

本誌のバックナンバーについては、下記よりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/newsletter/index.html 
 

富士山環境保全メルマガの配信を希望する方は 

「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなしメールマガジン」 

会員登録画面 

(http://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/regist.html) 

より会員登録してください。 

富士山ボランティアセンターは、富士山の環境保全活動を推進するため

の活動拠点であり、富士山憲章山梨県推進会議（地元７市町村・恩賜県有

財産保護組合及び山梨県から構成される）によって運営されています。 

※富士山関連イベント情報は、毎月15日にメルマガを発行してお知らせしてい

ます。メルマガ配信は下記HPまで。 

責
任
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

旅
行
業
者
等

に
よ
る
代
行
は
認
め
ま
せ
ん
。  

 

問
い
合
わ
せ: 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

電
話 

〇
五
五
五-

二
〇-

九
二
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
五
五-

七
二-

四
一
一
四 

 

○
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
出
前
講
座 

の
お
知
ら
せ 

 

山
梨
の
誇
り
・
日
本
の
象
徴
『富
士
山
』を

「
世
界
の
宝
」と
し
て
、
未
来
へ
伝
え
て
い
く
た

め
、
次
の
と
お
り
出
前
講
座
（山
梨
県
内
の
み
）

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。 

受
講
料:
無
料 

講
座
内
容: 

児
童
・
生
徒
向
け 

「
世
界
遺
産
っ
て
な
に
？
」   

「
富
士
山
の
自
然
と
文
化
っ
て
な
に
が
あ
る

の
？
」 

「
ど

う

す

れ

ば
世

界

遺

産

に
な

れ

る

の
？
」 

・
・
・
・
・・
な
ど 

地
域
住
民
・団
体
・企
業
向
け 

「
世
界
遺
産
と
は
？
」   

「
世
界
遺
産
の
課
題
」 

「
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
への
取
り
組
み
」 

「
推
薦
す
る
文
化
的
価
値
と
は
？
」 

・・・・・・

な
ど 

そ
の
他:

上
記
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
セ
ッ
ト

に
し
て
お
申
込
み
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
。 

問
い
合
わ
せ:

山
梨
県
富
士
山
保
全
推
進
課 

富
士
北
麓
分
室  

電
話
〇
五
五
五
―
七
二
―
四
一
三
二   

 

○
富
士
山
環
境
保
全
募
金
募
集
の
お
知
ら
せ 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富
士

山
の
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
様

か
ら
の
寄
付
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
富
士
山
環

境
保
全
の
費
用
と
し
て
大
切
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
募
集
方

法
：
寄
付
金
を
入
れ
る
募
金
箱
は
、
次
の
場

所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

募
金
箱
設
置
場
所: 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 
 

河
口
湖
観
光
案
内
所 

 
 
 

 
 

 
 
 

山
梨
県
立
環
境
科
学
研
究
所 

 
 

道
の
駅
「な
る
さ
わ
」 

 
 
 
 
 

 

道
の
駅
「し
も
べ
」  

 
 
 
 
 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル  

 
 

 
 
 
 

 

道
の
駅
「ふ
じ
よ
し
だ
」 

 
 

 
 
 

山
梨
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館  

 

山
中
湖
平
野
温
泉
石
割
の
湯 

 
 

山
中
湖
役
場 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

 
 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

 
 

 
 
 
 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

 
 

 
 
 
 

富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー 

※1

万
円
以
上
の
金
額
を
提
供
い
た
だ
い
た

方(

団
体)

に
は
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
直
接
富
士
山

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ: 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

電
話 

〇
五
五
五-

二
〇-

九
二
二
九 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
五
五-
七
二-

四
一
一
四 

   -  

お
知
ら
せ 


